
節
度
あ
る
財
政
政
策
で
社
畜

島
を
招
く
イ
ン
フ
レ
を
回
馨
よ

財
政
健
全
化
志
向
の
岸
田
政
権
下

.

不
確
実
性
か
高
ま
る
皮
肉

先
進
諸
国
が
イ
ン
フ
レ
対
策
と
し
て
'
利
を
引
き
上
げ
て
い
る
が
、
イ
ン
フ
レ
の
背
景
に
は
財
政

当
局
の
こ
れ
ま
で
の
拡
張
的
な
財
政
策
が
あ
り
、
そ
れ
を
改
め
な
い
限
り
イ
ン
フ
レ
は
終
息
し

な
い
。
わ
が
国
で
は
、
、
美
物
価
水
準
は
高
く
な
く
経
済
活
性
化
し
て
金
融
緩
和
を
け

ざ
る
を
得
な
い
状
況
だ
が
、
先
進
国
最
悪
の
財
政
赤
字
を
抱
え
て
お
り
、
財
政
り
ス
ク
が
顕
在
化

す
る
可
能
・
も
ψ
る
。
財
政
へ
の
信
認
を
維
・
,
、
す
る
い
う
意
味
で
、
こ
れ
か
ら
議
論
が
始
ま
る

補
正
算
と
来
年
度
予
一
、
成
、
と
り
わ
け
防
の
財
源
を
巡
る
議
論
が
正
念
場
と
い
え
よ
う

イ
ン
フ
レ
の
背
後
に
あ
る

放
漫
な
財
政
政
策

ら
に
悪
化
さ
せ
る
政
築
継
続
し
て

い
け
ば
、
金
融
引
き
締
め
箏
進
め

て
も
効
果
が
な
く
、
イ
ン
フ
レ
圧
力

を
さ
ら
に
高
め
、
名
目
金
利
や
イ
ン

フ
レ
率
の
上
昇
、
景
気
の
停
滞
、
国

家
債
務
爾
政
疹
子
)
の
増
加
と
い

う
悪
循
環
が
生
じ
る
こ
と
ー
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
、
云
擬
愚
が
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
の
が
、
大
規
模
減
税
な
ど
を

掲
げ
た
英
国
ト
ラ
ス
前
政
権
の
拡
張

的
財
政
政
策
で
あ
る
。
減
税
の
た
め

の
国
債
増
発
計
画
の
公
表
が
、
金
利

急
騰
ポ
ン
ド
安
、
株
{
奪
を
誘
発

し
、
砥
に
大
混
乱
を
生
じ
さ
せ
、

今
年
9
月
に
ジ
ャ
ク
ソ
ン
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
カ
ン
ザ
ス
シ
テ
ィ
ー

連
銀
主
催
の
経
済
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
、
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
の

フ
ラ
ン
チ
エ
ス
コ
・
ビ
ア
ン
キ
氏
と

シ
カ
ゴ
連
銀
の
レ
オ
ナ
ル
ド
・
メ
ロ

シ
氏
の
共
同
論
文
が
注
目
さ
れ
た
。

そ
の
論
文
で
は
、
署
源
高
や
ぺ
ン

東
京
財
団
政
策
研
究
所

研
究
主
幹

森
信
茂
樹

ト
ア
ッ
プ
需
要
(
注
1
)
に
ょ
る
米
国

の
イ
ン
フ
レ
率
上
昇
の
底
流
に
は
、

ト
ラ
ン
プ
前
大
糖
と
バ
イ
デ
ン
大

籍
に
ょ
る
大
型
の
コ
ロ
ナ
徽
や

イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の
拡
張
的
な
財

政
政
策
が
あ
り
、
②
財
政
愛
書
さ
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政
権
の
崩
壊
に
つ
な
が
っ
た
。
背
景

に
あ
る
の
は
、
大
規
模
な
減
税
を
実

施
し
て
も
、
成
長
に
ょ
る
税
収
増
は

期
待
で
き
ず
、
か
え
っ
て
財
政
走
子

の
拡
大
が
さ
ら
な
る
経
{
妥
重
生

み
出
す
要
因
と
な
り
、
通
貨
安
や
イ

ン
フ
レ
に
つ
な
が
る
と
い
、
ー
の

擬
愚
で
あ
る
。

幸
い
わ
が
国
は
、
い
ま
だ
イ
ン
フ

レ
率
が
3
%
程
度
だ
が
、
急
速
に
進

む
円
安
や
資
掠
高
は
、
さ
ら
な
る
物

価
上
昇
髮
霍
生
じ
さ
せ
、
金
融
政

策
の
坂
を
促
す
声
も
高
ま
っ
て
い

る
。
い
ま
だ
経
済
成
長
も
十
分
で
は

な
く
金
融
政
策
の
艇
が
難
し
い
中

で
、
△
後
は
「
財
源
3
兄
弟
」
と
挑

楡
さ
れ
て
い
る
「
子
ど
も
対
策
」

「
G
X
 
(
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
)
投
資
」
「
防
衛

費
」
と
い
う
巨
額
の
財
源
を
必
要
と

す
る
ナ
4
が
め
じ
ろ
押
し
の
豁
一
で

あ
り
、
条
に
か
け
て
そ
の
議
論
が

活
発
化
し
て
く
る
。
仮
に
「
財
源
3

兄
弟
」
へ
の
対
応
を
野
ぱ
、
,
わ
が

国
に
負
の
彫
轡
が
も
た
ら
さ
れ
る
可

佐
が
高
ま
る
。
そ
の
意
味
で
、
今

わ
が
国
の
財
政
政
策
は
歴
史
的
な
分

奮
に
あ
る
と
い
ぇ
る
の
で
は
な
い

か
。怖

い
の
は
イ
ン
レ
や

ス
タ
グ
フ
レ
ー
、
ソ
ヨ
ン

で
は
、
わ
が
国
へ
の
負
の
影
郷
と

は
何
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
し
ば

し
ぱ
財
政
破
綻
が
問
題
と
な
る
が
、

財
政
破
綻
と
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
、

ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
発
生
す
る
の

か
に
つ
い
て
定
説
は
な
い
。
ま
た
、

日
銀
が
蛋
上
財
政
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

を
し
て
い
る
状
況
下
で
は
、
直
ち
に

財
政
破
綻
が
生
じ
る
可
毛
極
は
低
い
。

そ
れ
よ
1
髮
乎
べ
き
は
、
拡
張

的
な
財
政
政
築
続
け
る
こ
と
で
イ

ン
フ
レ
率
が
2
%
を
大
き
く
超
え
、

そ
の
後
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く

な
る
イ
ン
フ
レ
の
発
生
で
あ
る
。

イ
ン
フ
レ
は
、
国
の
借
金
を
番

的
に
軽
減
さ
せ
る
が
、
経
済
を
大
混

乱
に
陥
れ
、
{
魯
,
貧
1
の

格
差
を
拡
大
し
社
会
の
分
断
を
招
く

の
で
、
断
固
と
し
て
避
け
る
べ
き
事

態
で
あ
る
。
一
方
、
わ
が
国
に
は
、

財
政
迹
子
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
経

ー
の
実
行
を
求
め
る
政
造
永
や

民
間
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が
存
在
し
、
そ

れ
を
正
当
化
す
る
文
脈
で
M
M
T

(
現
岱
幣
理
論
)
奮
ら
れ
て
い

る
現
実
が
あ
る
。

M
M
T
で
は
、
政
麿
圭
銀
行

の
勘
疋
を
一
体
と
見
な
し
、
財
政
赤

字
拡
大
に
伴
う
国
債
の
増
発
分
は
国

民
の
資
産
増
四
考
え
る
。
そ
し
て
、

自
国
通
貨
を
発
行
す
る
権
限
の
あ
る

政
府
は
、
実
銀
行
が
財
政
索
子
分

の
国
債
を
買
い
続
け
る
こ
と
で
国
民

に
負
担
を
強
い
る
こ
と
な
く
財
政
出

動
が
可
能
で
あ
り
、
郷
響
や
需

給
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
限
り
、
こ
れ
を

埋
め
合
わ
せ
る
財
政
出
聖
行
う
べ

き
だ
と
す
る
。
さ
ら
に
、
穏
財
政

の
歯
止
め
は
イ
ン
フ
レ
擬
愚
で
あ
り
、

イ
ン
フ
レ
率
が
上
昇
し
始
め
た
ら
、

増
税
や
歳
出
削
減
に
ょ
っ
て
対
応
す

べ
く
、
ル
ー
ル
(
法
律
)
を
事
前
に

決
め
て
お
け
ぱ
よ
い
と
す
る
。

し
か
し
、
事
前
に
法
律
で
定
め
る

「
増
税
」
が
所
侍
税
か
ー
か
新

税
な
の
か
、
「
歳
出
削
減
」
は
社
会

俊
か
公
共
璽
か
、
枇
は
ど
の

程
度
な
の
か
が
不
明
だ
。
し
か
も
、

裂
を
法
律
で
定
め
る
に
し
て
も
増

税
実
行
に
至
る
タ
イ
ム
ラ
グ
ま
で
考

慮
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
迭
律

で
決
ま
っ
て
い
て
も
ー
を
2
度

延
期
し
た
。
実
績
0
 
を
持
つ
わ
が
国

で
は
、
非
現
実
的
な
提
案
と
し
か
思

え
な
い
。

注
目
が
集
ま
る

「
財
源
3
兄
粛
」
の
議
論

今
条
に
か
け
て
の
来
飯
予
算

驫
に
向
け
て
焚
の
議
論
と
な
る

の
は
、
前
述
の
「
財
源
3
兄
弟
」
だ
。

ま
ず
は
子
ど
も
対
策
で
、
「
経
済
財

政
運
営
と
改
革
の
基
秀
鉢
2
0
2

2
」
に
は
、
「
社
会
全
体
で
の
費
用

負
担
の
在
り
方
を
含
め
幅
広
く
検

討
」
と
さ
れ
て
い
る
。
社
△
磊
料

に
上
乗
せ
す
る
考
え
方
が
あ
る
が
、

料
率
が
フ
ラ
ッ
ト
で
、
負
担
額
に
上

限
が
あ
る
の
で
逆
進
性
の
問
題
が
あ

り
、
税
に
代
わ
る
安
易
な
財
源
調
達
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手
段
と
い
う
批
判
も
強
く
、
合
意
形

成
は
{
今
で
は
な
い

次
に
G
X
投
資
で
あ
る
。
 
W
年
問

で
加
兆
円
の
国
家
投
資
に
つ
い
て
は

「
財
源
の
一
将
け
を
璽
に
確
保
す

る
こ
と
が
必
要
」
と
さ
れ
て
お
り
、

G
X
経
済
柊
荏
(
仮
称
)
と
い
う

つ
な
ぎ
国
債
で
の
検
製
行
わ
れ
て

い
る
つ
な
ぎ
国
債
と
す
る
た
め
に

将
来
の
財
源
の
確
保
が
条
件
で
、

カ
ー
ポ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
(
山
灰
素
税

や
排
出
量
取
引
)
の
導
入
な
ど
の
財

源
議
論
が
必
要
だ
が
、
負
担
を
強
い

ら
れ
る
経
卯
の
同
意
を
得
る
の
は

難
し
い
。

白
契
の
焦
点
は
、
防
衛
費
の
問
題

だ
。
有
識
者
会
議
誕
置
さ
れ
、
年

末
の
予
算
需
に
向
け
て
の
議
論
が

始
ま
っ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
を
鞭
に
わ
が
国
を
取
り

巻
く
安
全
俊
蛋
が
激
変
し
、
世

論
も
防
衛
欝
強
を
支
持
す
る
空
気

が
強
ま
っ
た
。
岸
田
籍
は
今
年
5

月
の
日
米
首
堕
工
雫
日
本
の
防
衛

力
の
抜
本
的
な
強
化
と
相
当
な
増
額

を
表
明
し
、
自
民
党
は
7
月
の
参
院

は
、

選
の
公
約
で
「
N
A
T
0
 
(
北
大
西

洋
条
1
)
諸
国
の
国
防
予
算
の

対
G
D
P
比
目
標
(
2
0
0
以
上
)
を

念
頭
に
5
年
以
内
で
の
防
衛
費
増
を

目
指
す
」
と
し
た
。

現
在
わ
が
国
の
防
衛
費
は
5
・
4

兆
円
で
G
D
P
比
1
%
弱
を
占
め
る

に
過
ぎ
な
い
が
、
 
N
A
T
0
の
基
準

で
は
、
国
連
平
N
活
動
(
P
K

9
 
経
費
や
海
上
保
安
庁
予
算
な
ど

も
防
W
に
含
ま
れ
る
の
で
、
 
G
D

P
比
で
ー
・
討
%
程
度
に
な
る
。
こ

れ
を
2
0
0
に
す
る
た
め
に
は
、
毎
年

8
0
0
0
億
円
前
後
の
恒
久
財
源
が

必
要
に
な
る
。

等
は
、
ー
の
増
強
は
必
要

だ
と
考
え
る
が
、
国
民
の
安
全
を
考

え
る
場
貪
国
民
が
守
る
に
足
る
と

考
え
る
国
づ
く
り
や
、
防
衛
を
支
え

る
経
済
力
が
欠
か
せ
な
い
。
 
N
A
T

0
諸
国
の
対
G
D
P
比
目
標
で
あ
る

2
%
と
い
、
私
値
に
特
別
の
枇
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、

「
必
要
と
な
る
防
衛
力
の
内
容
」
と

「
予
算
規
模
」
を
聾
し
、
国
民
の

理
解
を
得
つ
つ
、
わ
が
国
の
身
の
丈

に
合
っ
た
規
模
に
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
議
論
の
宙
を
ブ
ラ
ッ
ク

ボ
ッ
ク
ス
化
し
て
は
な
ら
な
い

で
は
、
防
衛
費
の
財
源
を
ど
う
確

保
す
る
の
か
。
競
に
わ
た
る
コ
ロ

ナ
徽
や
経
1
で
水
膨
れ
し
た

歳
出
を
厳
し
く
見
直
す
こ
と
の
必
要

性
は
塾
嵳
ま
た
な
い
が
、
恒
久
財
源

に
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
国
債
発

行
か
増
税
か
と
い
う
選
択
に
な
る
が
、

梨
伐
世
代
の
幅
広
い
、
王
体
が
オ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
と
し
て
公
平
に
負
担
す
べ

き
も
の
と
考
え
る
。
棗
、
個
人
や

企
業
は
、
防
衛
に
ょ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
る
安
心
・
{
女
全
の
上
に
立
っ
て
活

動
の
自
由
が
享
受
で
き
て
お
り
、
防

衛
は
全
員
が
「
受
益
」
す
る
公
共
サ

ー
ビ
ス
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

防
衛
費
の
財
源
の
確
保
は
、
単
な
る

財
政
り
ス
ク
の
問
題
で
は
な
く
、
わ

れ
わ
れ
が
そ
の
「
会
費
」
を
ど
の
よ

う
に
負
担
す
べ
き
か
と
い
う
モ
ラ
ル

の
問
題
で
も
あ
る
。

2
0
1
1
年
の
東
日
吏
震
災
の

復
旧
・
復
興
財
源
を
求
め
る
際
に
は

「
次
の
世
代
に
負
担
を
先
送
り
す
る

こ
と
な
く
、
今
を
生
き
る
世
代
全
体

で
連
帯
し
負
扣
を
分
か
ち
合
っ
こ
と

を
基
本
と
す
る
」
と
さ
れ
、
所
得
税

住
民
税
、
法
人
税
の
ー
と
し
て

応
分
に
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
た

今
回
の
負
担
増
は
、
景
気
悪
化
を
避

け
る
べ
く
、
経
済
状
況
へ
の
配
慮
が

必
要
と
な
る
の
で
、
国
民
が
「
薄

く
」
「
広
く
」
「
長
く
」
負
担
す
る
工

夫
が
必
要
だ
ろ
う

ま
ず
は
財
政
規
律
を

守
る
こ
と
が
重
要

米
国
に
端
を
発
し
世
界
に
広
が
っ

た
イ
ン
フ
レ
の
要
因
は
、
エ
、
不
ル
ギ

1
得
や
一
次
産
品
価
格
の
上
昇
、

賃
金
上
昇
と
い
う
コ
ス
ト
面
だ
け
で

な
く
、
コ
ロ
ナ
鞁
や
イ
ン
フ
レ
対

策
と
い
、
三
目
の
拡
張
的
な
財
政
政

策
に
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
以
上
、

そ
の
需
に
立
っ
た
財
政
・
金
融
政

策
が
必
要
だ
。
英
国
の
よ
う
に
、
イ

ン
フ
レ
雛
な
ど
の
拡
張
的
財
政
運

営
が
国
債
訓
い
の
増
加
と
い
う
か

た
ち
で
さ
ら
に
財
政
索
重
拡
大
さ
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第5章新しい戦争一安全保靴のサイバーリスクー 伊東寛 侭

第6章気候変動りスクと力ーボンニユートラルへの対応一高コストリスクー ・・・・・・・・・鈴木英夫 ^
.

第7章力ーボンニユートラルとサステナブル・ファイナンスー企業金惑関個際鯛の鞠みー
引頭麻実 浩"

第8章国駐融センターとしての日本の役割一§嫉化を就る日初国際鑓センター
小曽宏側談滑形康告

第9章デジタ1レファイナン肋旧本{こどのような朧を与えるか 瀧伎雄側談)大久保啄史 f・.

第1瞳第6斯1学鰯イノベーション基諸画の絲社会ビジョン 上山隆大

靭樟日本における高等鮪の課題一冊究焔下」への対応一 勝悦子

鋤輝再考日本のりスクへの鵬的な対応とは 庫一漸井重人

一般社団法人金肩虫財政事盾研九本お申込先⇔株式広社きん'い
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せ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
国
家
の
信
認

が
低
下
し
イ
ン
フ
レ
が
裂
す
る
。

イ
ン
フ
レ
対
応
で
金
利
を
引
き
上
げ

れ
ぱ
、
駅
い
が
膨
れ
上
が
り
追
加

的
な
国
債
増
発
を
役
な
く
さ
れ
、

さ
ら
な
る
金
利
上
昇
を
招
き
、
政
策

は
手
詰
ま
り
に
な
る
。

財
務
省
の
試
算
で
は
、
国
債
残
高

か
1
0
0
0
兆
円
を
超
え
る
状
況
で

金
利
か
2
0
0
に
上
昇
す
れ
ぱ
、
訓

い
費
は
3
年
後
に
7
兆
5
0
0
0
億

円
ほ
ど
増
加
す
る
(
注
2
)
。
山
序
田
政

権
の
財
政
運
営
を
見
る
と
、
貿
易
収

支
が
迹
子
化
す
る
中
で
、
基
礎
的
財

政
収
支
の
部
,
声
又
黒
字
化
目
標
を
骨

太
方
針
か
ら
取
り
下
げ
た
り
、
儒

費
を
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
の
よ
う
に
{
女

直
に
使
っ
た
り
、
ま
た
来
声
又
予
算

案
の
概
算
要
求
で
必
要
な
金
銭
を
示

さ
な
い
「
事
項
要
求
」
も
契
い
で

い
る
。
砥
の
信
認
を
食
い
止
め
る

た
め
に
は
、
財
政
健
全
化
目
標
に
コ

ミ
ッ
ト
し
、
誓
予
算
の
バ
ラ
マ
キ

を
や
め
、
防
衛
費
を
は
じ
め
と
し
た

財
源
対
応
を
し
つ
か
り
行
う
べ
き
だ
。

そ
の
意
味
で
、
来
倭
予
算
腰
が

正
念
場
を
迎
え
て
い
る
の
は
間
違
い

な
い
だ
ろ
、
つ
。

(
注
)
1
 
景
気
1
に
1
一
時

的
に
控
え
て
い
た
W
者
の
需
要
が
、

息
屡
尚
研
に
一
気
に
旦
器
す
る
こ

と
02

 
『
A
働
4
趣
予
算
の
1
歳

出
・
歳
入
へ
の
影
1
 
(
訟
年
1

1
)

も
り
の
ぶ
し
げ
き

東
京
財
団
政
策
研
究
所
研
究
主
幹
、

法
学
博
士
。
乃
年
京
都
大
学
法
学
部

卒
業
後
大
蔵
省
入
省
。
主
税
局
総
務

一
課
長
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
で
教
鞭

を
執
り
、
財
務
省
財
務
総
合
研
究
所

一
長
を
最
後
に
飴
年
退
官
。
中
央
大
学

法
科
大
学
院
教
授
を
経
て
現
職
。
著

書
に
『
デ
ジ
タ
ル
経
済
と
税
』
(
玲

年
4
月
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
刊
)

な
と


